
複素数平面において 2点 A(1+ i), B(5+ 3i) をとる．三角形 ABC が正三角形

となる点 C に対応する複素数で虚部が最大のものは 3−
√
3 + i

(
1⃝

)
である．
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【チェック・チェック】

複素数平面上で回転移動を扱う問題として正三角形，直角三角形は絶好の素材です．教科書

の例題レベルの問題ですが，今一度確認しておきましょう．

【解答】

α = 1 + i，β = 5 + 3iとおく．△ABC
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が正三角形となるCに対応する複素数で虚

部が最大のものは，Bを Aのまわりに π
3

だけ回転した点である．このときの Cを γ
とすると
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である．よって
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転させたものである．
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…… ( 1⃝の答)

である．

←− 実部が与えられてい
るので，検算のチェッ
クとなる．

https://dl.dropboxusercontent.com/u/39826611/C%26RIII/3020204_%E4%B8%89%E8%A7%92%E5%BD%A2.pdf

